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多くのボランティアの手で届ける 弁当の配達から見守り・助け合いへ

　市川町では、70歳以上の一人暮らし高齢者や高齢者夫婦に、ボランティアが調理した弁当を届ける「給食サービス」
を平成4年より実施している。現在はおよそ120名の地域の方々に手作りの弁当を届ける活動を続けている。
　今年度からは月2回の配達だった高齢者夫婦世帯への給食サービスの回数を増やした。市川町社協では、民生委員
やボランティアグループと連携して、さまざまな生活支援サービスを実施することで、地域での見守りネットワークづ
くりを進めている。

　「二、三日暖かく過ごしやすくて良かったですね」。
弁当の包み紙に、調理ボランティアのメンバー直筆の
メッセージが添えられている。20人ほどのメンバーた
ちは、広い調理室を最大限に活用し、約5時間かけて一
品一品を丁寧に作り上げていく。
　出来上がった弁当は、配達ボランティアが調理場の
ある福祉センターから地区ごとに分かれ、高齢者に直
接配達をする民生委員へと届けている。このように多
くの人の手を介して、弁当は高齢者の元へと届けられ
ている。

　高齢者の自宅へ弁当を届ける民生委員は、ただ弁当
を渡して帰るのではない。「最近体の調子はどうなの？」
「何か困り事はない？」などの自然な会話から、ちょっと
した助け合いが生まれている。ある時には、配達して声
を掛けても返事がなく、心配した民生委員が社協に相
談して職員と共に中に入って
みると、体調不良で動けなく
なっているところを発見され
た事例もあっ
た。民生委員と
社協との連携
で、早期対応
に結び付くこ
とができた。
　このように、
社協では給食
サービス等の
在宅福祉サー
ビスの実施を通じて、食事の支援と見守りを組み合わ
せながら、多くの地域住民の協働により一人暮らし高
齢者の生活を支えている。

近況も聞きながら、

大切に届けます！

　高齢者が在宅生活を安心して続ける
ためには、さまざまな支援が必要です
が、その中でも食事の支援は重要です。
そして、食事とともにコミュニケーション
や見守りも届ける給食サービスは、住民
同士の支え合いと地域のつながりをつ
くっていく上で、大きな役割を果たして
いると実感しました。

　市川町では少子化が進んでおり、今年3月には、3校あった中
学校のうち1校が廃校となりました。また高齢化率も30％を超
えるなど高齢化の流れにも拍車がかかっており、さまざまな福
祉課題が見え隠れしています。
　市川町社協では、給食サービスをはじめさまざまな在宅福祉
活動に取り組んでおりますが、それらの活動がきっかけとなり福
祉課題が見つかることがあります。こうした課題に地域の皆さん
と取り組んでいけるよう「ささえあい 共に生きる やさしいまち」
をスローガンに地域福祉の推進を進めてまいります。

取 材 を 終 え て 会 長 か ら 市川町社会福祉協議会　会長　佐野 茂樹

食中毒を起こさない
よう、しっかり熱を通
して調理

【アンケートから見えてきた課題】
・一人暮らしの高齢者や日中一人で過ごす高齢者の外出や交流機会
・「買い物」や「通院」等の不便さの原因の一つでもある移動手段の確保
・安心して生活できるように身近な地域で医療を受けられる体制の整備
・人とのつながりや支え合いに関心を持っている人が地域で活動できる機会づくり

手作り弁当がつなぐ、地域の見守り

地区の概況地区の概況地区の概況

基礎データ
～三木市細川地区の取り組み～

今回取材した拠点のご紹介

地域福祉センター細川　三木市細川町豊地1230　☎0794-68-9100（月～土曜日8：45～17：30）

小地域に根付いた地域の拠点づくりの取り組みをシリーズで紹介します。
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　まず、同部会で進
めているのが、一人
暮らしや日中独居
の高齢者が多いと

いう課題を踏まえた、センター内での「ふれあい
サロン」の開設準備だ。市社協から他地区での
ノウハウの提供を受けつつ、運営の協力者を募
っており、地域の憩いの場としての発展を目指
している。「他所の良いところを吸収して、活動
していきたい」と話すのは、同部会長の有馬昌
信さん。「多くの人にこのセンターを知ってもら
い、誰もが暮らしやすい地域をつくっていきた
い」と抱負を語ってくれた。
　今後は、介護等のさまざまな情報が集まるセン
ターの強みを生かして、サロンを活用した見守り
活動につなげていくなど、地域の安心拠点として
の可能性が
期待される。
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広げよう！ 地域の安心拠点

　市北部に位置する同地区は、酒
米で有名な山田錦の田んぼが山
間に点在する農村地帯だ。年少人

口（0～14歳）が10年で半減するなど少子高齢化が進む中
で、地域の課題を住民自身が話し合う「細川町豊かなまち
づくり推進協議会」を中心にさまざまな地域活動が展開さ
れている。4月に社協が開設した「地域福祉センター細川」
は、地域住民が交流する新たな拠点としての役割が期待さ
れている。

　介護・医療
施設が存在
しなかった
同地区にと

って、デイサービスや相談窓口の機能を備えた
地域福祉センターの設置は、かねてからの住民
の念願であった。開設にあたり、社協では地域
ニーズを把握するために住民アンケートを企画。
まちづくり推進協議会や区長（自治会長）会の
積極的な協力を得て、平成25～26年にかけて、
全住民を対象としたアンケートを実施した。
　その結果、浮かび上がったのが以下の4つの課
題だ。「これは放っておけない」と、まちづくり推進協
議会の中に「暮らし・生活部会」を新設し、継続して
課題への対応を検討していくこととなった。同部
会には地域の駐在所や社協職員も参画するなど、
地域に密着した組織となっている。交流拠点と住
民組織の両輪により、安心して暮らし続けられる地
域づくりを進める仕組みがここにスタートした。

人口：2,231人　世帯数：595戸
高齢化率：34.0% 
学校：中学校1校､小学校1校

（平成25年12月31日現在）

3月には「施設参観日」として
オープニングフェスタを開催！

住民の願いをつなぐ新たな拠点


